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日本海域研究所報告，第12号，33～48頁

能登セツ島の陸上動物相

大串龍一＊・徳本洋*＊・江口元章**＊

ObservationsontheTerrestrialFaunaofNanatsInimalslands,

NotoProvince

Ryoh-ichiOHGusHI,HiroshiToKuMoToandMotoakiEGucHI

まえがき

セツ島は能登半島の北端，輪島市から真北の海上20～25kmの所に散在する島々である。主要な島

が七つ（大島、狩又島，竜島，荒三子島，烏帽子島，御厨島，赤島）あり，ほぼ南北5km,東西5

kmの範囲に散在している。最大の大島は長径700m,短径600mの小島であるが海面上62.8mと高く

突出している。その他の島々もごく小さいが，海面からつき出した奇怪な岩の塊りのような外観を

呈し，周囲は高い暗灰色の断崖にかこまれて,その上のややゆるやかな傾斜の部分にだけ草原が

ひろ力ざっている。

日本海側ではほとんど唯一の大半島である能登半島の沖合に浮び，対馬暖流に洗われているこの

セツ島は，その更に沖合約30kmの所にある舳倉島とともに，日本海域の生物分布の上からみて興味

のある所である。特にセツ島は舳倉島と異なり，定住する人のない島で人間の影響が少なく，更に

近年は地元の輪島漁協の手で一般の人の渡島が禁止されて厳重に保護されているために，この島の

生物を調査する機会はごく限られている。

この島の陸生動物については1934年および1952年の丹らによる昆虫，陸貝の調査と，1972年から

1975年にかけての石川野鳥の会による烏類の調査が行なわれただけであり，鳥類を除いては陸生動

物相はほとんどわかっていない。

筆者らは1979年7月26～27日に，石川県環境部による自然環境実態調査の一環として行なわれた

セツ島調査に同行してこの島に渡り，陸生動物相（烏類を除く）の調査を行なった。調査は主とし

て大島で行なわれ，また荒三子島には1時間ほど上陸して若干の採集および観察を行なったが，波

が荒かったためその他の島には上陸することができなかった。

今回の調査はわずか1日半であった上に，はじめて渡島したので島の概況もよくわからず，更に

大島では密生するススキの草原と，至る所に掘られていてややもすれば陥没して足をとられるオオ

ミズナギドリの巣穴の多さにさまたげられて調査の能率力:上らなかった。そのため採集あるいは観

察された種類はあまり多くはないが，この七シ島の陸生動物相は鳥類を除いてはほとんど記録され
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ていないので，ここに採集または目撃された種類をまとめて報告し，今後の参考としたい。

調査地の概況と調査法

調査は大島と荒三子島で行なった。

大島は本群島中で最大であるが，周囲約llnnの小島である。細長い長方形を中央で〈の字なりに

折ったような概形をしており，凹んだ所が入江となっている。この入江から反対側の海岸へ越える

低い鞍部があり，そこを越えると高い岩壁にはさまれた谷間力罰，大きな石塊の重なり合った海岸ま

でつづいている。島をほぼ南北に二分するこの入江から谷間の線の両側は細長い丘陵となっており，

ススキを主とする草原におおわれている。外側の海に面した海岸は高さ20～40mの切り立った岩壁

にとりまかれている。

入江の奥は小さな砂浜で，島でたったひとつの井戸がある。浜力§丘陵に移行するあたりには，漁

民の仮小屋や，漁具を保管する納屋がかたまって建てられており，小さな畑のあとなどもあるが，

平常は人は住んでいない。

丘陵の上部や鞍部には草丈1．5～2mのススキが密生しており，そのところどころに大きなハマ

ウドが生えている。浜の一部分には漁民の植えた十数本のクロマヅがあるが，その他には目立った

樹木はない。南側の丘陵の頂上が島の最高点で，白い無人灯台が立っている。

この島を特長づけるものは海鳥である。周囲の岩礁の上には無数のウミネコが群れていて，舟が

接近しても飛び立たない。島の上部のススキ草原の地表はオオミズナギドリの巣穴におおわれてい

る。地表下を浅く走っているオオミズナギドリの巣穴を踏み抜かないようにずいぶん気を配りなが

ら歩いても，なおしばしば陥没して，固い地面をさがすのに苦労する。また地表にはオオミズナギ

ドリの死体もときどき見られる。このススキ草原を遠くから眺めると，所々植物力:はげて地表ｶﾞ露

出しており，とくに縦方向に坂道のようになった部分が各所に見られる。これは樹木がほとんどな

いこの島でオオミズナギドリが飛立つための滑走路のように思われる。同じような状況は，海上か

ら見た御厨島でも認められた。

ススキを主とする草原の地表は，有機質の多い黒褐色の細かい土壌におおわれており，石礫はほ

とんどない。オオミズナギドリがこのように高密度で営巣していることは，土壌や植生に何らかの

影響を及ぼしていると考えられるが，その具体的な内容については不明である。

岩壁の下の波打ち際には大小の岩石が重なり合い，海藻や漂着物の堆積にまじって，海烏の死体

がしばしば見られる。

荒三子島は，大島にくらべてさらに荒涼とした岩塊の島である。細長い島の中ほどがくびれて低

くなり，その両側に岩山が隆起している。ひょうたん形をした島の長さは400m強であり，巾は広い

所で約150m,中央のくびれた部分では約50mに過ぎない。島というより岩の塊まりで，とくに海

面から三角形をなして突出し，縦に大きな割れ目が入った北側の隆起部と，その横に立つ巨大な岩

の塔が印象的である。やや丸みをおびた南側の隆起の上部と，二つの岩山の間の谷間だけが草原に

おおわれる。南の隆起上の草原にはオオミズナギドリが営巣しているが，一般には生物があまり見

られない岩だけの島である。谷間には古い漁民の仮小屋があるが，近年は全く利用されず荒れ果て
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て，骨組みだけが残っている。

大島，荒三子島はともに泉や川のような淡水域は存在せず，人工的に造られた小さな水たまりが

ある。しかし飲用には適しないと思われたので，今回の調査では用水はすべて船で運んだ。

滞島時間が限られているので，調査はいろいろな方法を併用して行なった。ネズミ等をとるため

にはハジキワナを用い，仮小屋や放置された畑のあたりにしかけた。餌には魚肉のサツマアケを用

いた。その他の脊椎動物（は虫類など）は目撃しだい記録した。

昆虫その他の無脊椎動物は，飛翔中のものは捕虫網で，植物上のものは捕虫網か吸虫管で採集し，

また草原の数ヶ所でスイーピングを行なった。地表性もしくは土壌中のものは草をかきわけ，ある

いは石を起してピンセットなどで採り，また地表の枯葉その他の有機残湾と土壌を持ち帰ってツル

グレン装置およびベールマン装置にかけて小動物を集めた。

灯火に飛来する昆虫は全くなかった。また,夜間には海浜に多くのハサミムシが活動した。地中に

しかけたピットホールトラップ（餌はハムと油揚）にはハサミムシだけがかかった。

調査結果

採集あるいは確認された動物のうち，一応の同定を完了したのはつぎの通りである。

各種の種名のあとについた記号は，観察によって把握した大体の生息量を，つぎの基準で示した

ものである。

士：1個体だけ採集または目撃されたもの

＋：2～数個体採集または目撃されたもの

什：相当多数の個体が採集または目撃されたもの

舟：非常に多数の個体が採集または目撃されたもの

哺乳類Mammalia

l・ドブネズミRa""s〃0γ"ggib"sL.

大島の浜の仮小屋の床下にしかけたハジキワナ10コのうち2コにかかった。島で確認された哺乳

類はこの種だけである。2頭とも若い個体であった。その消化管の中からは，ゴミムシの翅鞘と，

ダンゴムシの体の破片らしいものが見出された。

この島のドブネズミは恐らく人間の移動に伴なって入ってきたものであろう。また，輪島の漁民

の話によると，十数年前に大島にカイウサギを放したものがあり，それが激増して一時は島の植物

相を一変し，オオミズナギドリもいなくなったが，やがてウサギは減って植生も回復し，オオミズ

ナギドリも帰ってきたという。現在，ウサギは全く見られない。

は虫類Reptilia

2．トカケEｼ""e“s地施c"施加s(HALLowELL)

大島のススキ草原の中のオオミズナギドリの巣穴の付近に見られた。強く青緑色を帯びた若い個

体と，成熟した個体が目撃された。
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節足動物Arthropoda

蛛形類Arachnida

真正蜘蛛類

3．ミヤグモAγ加加z地彪7'1""s(KARscH)什

4 ． イ エ オ ニグモM0sco””α"伽a ( L . K o c H ) 什

5．ナガコガネグモA増j"e6"妬""た〃(ScoPoLI)+++

6．チビコモリグモHm""oc"γzﾉ"s(BoEs.etSTR)+

7．ヤチグモの1種Cbeん"SSp. ＋

8．ハナグモM砿s""@e"ops/戒"S鰍加"s(FABRIcIus)+

9．アシナガガニグモH′肋e"s"e"0"jSIMoN ＋

10．アサヒエビグモ助"0〃0""‘ss"加"”0/"sBoEs.etSIR ＋

11．ヤハズハエトリM""ogze/ongIM(KARscH)+

12．カタオカハエトリEzﾉ0，"〃s〃0"〃/is(WALcKNAER)+

13．カバキコマチグモCMncα"伽""Mz加"た"加BoEs.etSTR. ＋

以上のうち9)は荒三子島，その他は大島で採集された。

このクモ相は，大体において能登半島の本土部と変らない。最も多いのは大島の植生の大半を占

めるススキ草原の中に円網を張っているナガコガネグモである。その密度はきわめて高いが，個体

の発育は不ぞろいで，体長4～12mmの巾があった。すべて未成熟個体である力:，亜成体の雄がかな

りいた。ススキ草原の中には，その他に6)，7)，8)，10)，11)，12)，13)の各種が採集された。ま

た，大島北部の深い谷間の岩屑の間に3)が，浜の仮小屋には4)がかなり多く生息していた。

カニムシ類Pseudoscorpiones
‐什

14．イソカニムシCZz7""sノ"加"た"SBEIFR
＋

15．メクラカニムシ科の1種

いずれも大島で採集された。14)は大島北部の谷間の岩の間で採られた。この種は本州，四国，九

州の太平洋岸に広く分布するが，日本海岸ではこれまでに対馬，島根県日御崎，津軽半島から記録

されているだけである。15)は同定された佐藤英文氏によれば日本未記録種で,新種の可能性もある

という。

唇脚類Chilopoda

l6・ケジT伽γg"0"e"､α〃6eγ℃"〃〃(WooD)什

17．アオズムカデ勘o/ope"d7tzs"6幼加秒esjtz加"たaL-KocH ＋

18．トビズムカデSs"6sp/"jpes加""〃"sKocH ＋

19．ヒトフシムカデの1種Mり"0如応oMsp. ＋

16)～18)は大島の谷間の転石下で採集した。いずれも本州における普通種である。19）は大島の

ススキ草原の地表の枯葉の下で採集したが，幼生であるため種名はわからなかった。
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倍脚類Diplopoda

20．エゾフジヤスデZγ北"0”c勿加/"s〃秒0"た"s 舟

大島，荒三子島から多く見出された。ススキ草原の地表や石下にごくふつうで，これらの島の地

表性節足動物中で最も目立つ。この種類を同定された篠原圭三郎氏によれば，セツ島は現在この種

の分布南限となる。

甲殼類Crustacea

等脚類Isopoda

21．オカダンゴムシA""α〃ﾉ城"加〃"妙γe(LATREILLE)+++

22．ホソワラジムシMC加加"αγ肋"spγ""os"sBRANDT+

23．タマワラジムシA"0"航"s〆γCO"〃ex"s(DANA)+

21）は大島ではススキ草原中の地表でエゾフジヤスデに次ぐ優占種であったが，荒三子島では採

集されなかった。本種はわが国では人家の周辺に多く，外来動物ではないかと考えられている点か

ら，漁民の立寄ることの多い大島にだけ人によって（何らかの荷物に付着して）持ち込まれたので

はないかとも考えられる。22）は大島でススキの枯葉の下から採集されたがあまり多くはなかった。

この種は本州では普通種とされているが，北陸地方における分布の実態はあまり明らかではない。

23）は大島，荒三子島で見出された。海浜性の種で，ふつう打ち上げられた海藻，ごみなどの間に

すむといわれるが，今回採集された場所は両島ともに水際からかなり離れた位置にあるススキなど

の枯葉の下で，大島では海抜50mの所であった。

端脚類Amphipoda

24．ノ､マトビムシの1種Oγ℃舵s"sp.=t

大島で，前記の23）と同じ場所で採集された。

昆虫類Insecta

カケロウ目Ephemeroptera

25．フタバコカケロウαogo"dip蛇γ"加EAToN ＋十

大島の浜の井戸で幼虫が多く採集された。普通種で汽水をも含む各種の水域にすむことが知られ

ている。

トンボ目Odonata

26．アキアカネSwnpeか"〃/う〃"EwsSELYs ＋

27．ノシメトンボSj"/"scα/"wcSELYs ＋

28．ウスバキトンボm"加地／肋ﾉesce"sF. ＋卜

29．アオモンイトトンボISc〃"γzzse"egzZ/e"sjSRAMBuR ±

すべて大島で採集された。アオモンイトトンボは舳倉島で多産するが，大島で幼虫が生育できる

かどうか疑問である。その他の3種は本土では普通種であり，また長距離の移動ができる種類であ

るから，おそらく本土から飛来したものであろう。
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革翅目Dennaptera

30．ハマベハサミムシA"加地肋〃､αγ""@Lz(BoNELIapoudGENE)

本種はわが国の海浜に広く分布する。大島の浜で夜間に多数出現した。l令幼虫から成虫まで各

令期のものが混在した。ピットホールトラップにもかかった。

直翅目Orthoptera

31．ショウリョウバッタAcγ虎な 〃 γ γ 伽 L I N N E +

32．ショウリョウバッタモドキ？GO"jS”6北0んγHAAN？＋

33．クルマバッタモドキ？OG血彪"s"をγ"α雌SAussuRE？＋

34．ナギサスズRz7""り"e"@oMfssa麺"αWFuRuKAwA 廿

これらはすべて大島で採集された。いずれも幼虫であり，あまり多くはない。

半翅目Hemipfra

35・ｱｶｽジｶﾒﾑｼG"zz"oso"ozz7'"6""""""2WEsTwooD 廿

36．ヒメオオメナガカメムシGeocMS，γ0""sDIsTANT+

37．コミズムシ地""s"6s "趣mUHLER+

3 8． マルウンカ の 1 種 十

39．ウンカの1種十

40．ウンカの1種一|＋

41．ヨコバイの1種冊

42．ヨコバイの1種十

このうち39）は荒三子島で，その他は大島で採集された。35）はススキ草原中に点在する大きな

ハマウドの株に数個体ずつついていた。38）も同じである。その他は主にススキ草原のスイーピン

グによって採集された。41）は特に多く，この草原の優占種のひとつであった。

37）は大島の井戸の中から1個体だけ採集された。

鞘翅目Coleoptera

43．ケナガマルキスイ〃γzz"@"sg"So"oMojt北s(REITTER)+I+

44．ウスチャケシマキムシCoγ""たαγ"g沁加sEz(HERBsT)+f+

45．アオバアリガタハネカクシR"6たγ"s/ifscWsCuRTYs=t

46．クロヒメハナノミ〃りれ北"jWwtzco"DcsMARsEuL-什

47．アトグロヒメハナノミM:/ifscoα'たα肱NoMuRA+H-
ハへ

48．クロサヒメノ､ナノミ〃:〃"γos"CH町o什

49．ハネナシセスジキマワリSW'omgy""〃〃2α湾g"〃LEwIs ＋

50．ハイイロカミキリモドキEO6"cj"gγγE伽""jsMoTscH.+

51．クシコメツキMじん"O""ノEgzz/"sノどg""sCANDEzE ＋

52．クロツヤハダコメッキPse"""0"ssecess"ssecess"s(CANDbzE)=t

53．コスナゴミムシダマシGo"oc"加"sco7'mce""cMoTscH.+

54．ヨコヤマヒメカミキリαγesi"加加/op加e"”BATEs+
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55．カツオゾウムシLex"sノ畑p7'ess"e"〃jSRoELoFsi

56．ノ、マベキクイゾウムシDがO加6"s"2Me此"sHoRN ＋

57．キガシラアトキリゴミムシCn"此加ノセ加力DEDTENBAcHER+

58．チャイロチビケンゴロウBj"ss"szDegzzc妙加/"sGscHwENDNER什

59．ナミテントウ（幼虫)H"γ"0"”α〃γ城SPALLASzt

60．セスジヒメテントウjVeP"s""g""s(LEwIs)zt

すべて大島で採集された。小形の甲虫の多くはススキ，クサヨシ草原のスイーピングで得られた

ものである。57）はこの島では2個体採集されたが、能登半島の本土部には比較的少ないようであ

る。43)，44)，47）はここではとくに個体数が多く，数の面ではこの草原の優占種であろう。ただ

し小型であるから現存量は小さい。57)，59)，60）は捕食性で数は少ない。59）はアブラムシの集

まるハマウドの上で幼虫が採集された。

56）は同定された森本桂氏によれば本州太平洋岸（静岡県，愛知県）と太平洋上の島々（三宅島，

八丈島，トカラ中之島，奄美大島，石垣島，南大東島，ウェーキ島，ハワイ，ガラパゴス等）なら

びに中国，オーストラリア，フロリダ，西インド諸島などに広く分布し，流木によって運ばれるも

のと考えられている。日本海側ではこれが最初の記録であり，対馬暖流の影響を示すものであろう。

58）は大島の井戸の中に多く生息していた。これは南日本の太平洋岸の海岸に点々と分布し，こ

のあたりでは舳倉島や福井県の雄島にも見出されている。前記の種と同じく，対馬暖流による分布

の拡大が考えられる。

鱗翅目Lepidoptera

61．ヒメアカタテノ、V""gssz zazγ【伽L.士

62．モンシロチヨウ周り油7,"""zM"omBoIsDuvAL+

63．ルリシジミα〃s〃畑zα噌刎"s〃伽"j"sDEL'ORzA+

6 4．アカエグリバ0m9smexcα"αmBuTLERi

65．オオマエジロホソメイガE加""JocEm〃ﾂ庇肋WILEMAN+

66．ノ､イイロウスバノメイガ？M城zs〃CO"j0施脇HAMPsoN？＋

67．ヤガ科クルマアツバ亜科の1種Ztz"c/og"α〃sp.+

68．ハイイロヒメシャク馳妙"ん〃"pelsひ"α〃〃"cesce"sBuTLERJ+

69．ヒメシ ャ ク の 1 種 S Y C γ γ""ZeSp.什

68）のl個体を除き，すべて大島で採集された。68)，69）はいずれも翅の開張2cmに足りない小

形のガであるが個体数は多く，おそらくこの島の草原の優占種になるものと思われる。

64）は1個体だけ採られた。このガの食草であるアオツヅラフジはこの島にも自生しており，こ

のガは島で発生したと考えられる。3種のチョウはいずれも全国的に分布する普通種で，61）のよ

うに世界共通種もある。これらは本土から飛来した可能性があり，この島で安定して世代をくりか

えしているのかどうか明らかではない。

膜翅目Hymenoptera

70．コバチの1種
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71．コガネコバチの1種Pteromalidaesp. 廿

72．ヒメコバチの1種E》”γ"SSp ＋

7 3． ヒメバチの1種十

74．トガリアナバチの1種十

75．ヒメノ 、 ナ バ チ の 1 種 A "mc"αSp．‐什

76．ミカドドロバチ？OZZW2eγ"sq”〃”Sc〃"SF．？＋

77．チビドロバチ劇e"0""e7'"sjM姥峨峨SAussuRE什

78．コクロアナバチ助"“〃鞍""sSMITH ＋

79．トフシアリ助彪"opsis"加"たα ＋

8 0． アメ イロアリ〃、舵c〃"α／な"伽sSMITH什

81．ノコギリハリアリA"06lyo加"9s""eSMWRFFTFR ＋

82．ハリアリの1種A，加e"MnS蛇γ”加"たa什

83．トビイロシワアリ乃加zz0o""w@c"eSp加加(L)-H･

84．ルリアリI"上加"Wwezg"z6"(FoREL)什

85.キイロシリアケアリC""@α加g"s蛇γ0s〔z舵"sfsFoREL=

これらのハチ・アリ類のうち81)，83)は荒三子島で採集された。特に81）は荒三子島だけで採集

され83)は両方の島でみられた。その他の種類はすべて大島産である。81）は南方系で，また比較

的まれな種類として注目される。

小形の寄生蜂はすべてスイーピングで採集された。これらは季節を変えて調べればもっと多くの

種類が得られるだろう。また，中形のベッコウバチかアナバチの類と思われるものが2種見られた

が，行動がすばやいため種名の推定ができなかった。

ハチではチビドロバチが多く観察された。大島の浜の仮小屋のまわりで多くの個体が活動中であ

った（一方，荒三子島には同じような仮小屋がいくつかあったが，ここでは注意してさがしたに

も拘らず，この種は全く見られなかった｡）75)は花上でよく見られたがその他のハチはあまり多く

なかった。この島で最も大きいハチは78）であった。本土や舳倉島ではアシナガバチが生息して鱗

翅目幼虫の重要な天敵となっているが，ここではドロバチ類力:それに代っているように思われる。

この島にクモが多いにも拘らず，クモを狩るベッコウバチ類が確認されなかったことは意外である

が，これはベッコウバチ類の発生時期とややくいちがっていたためかも知れない。アリ類では南方

系の84）が多いのがひとつの特長である。

双翅目Diptera

86．クロツヤハナバエOMym〃をm(WmDEMANN)-H-

87．オオイエバエM"sci"as"”ん"s(FALLEN)-H-

88．ミヤマキンバエL雄j肋pal姪"sis(MAcQuART)什

8 9 ． ス ネ ア カキンバエL､加ゆんW加z(ALKER)-H-

90．ヒロズキンバエL.seγ"α加(MEIGEN)

91．ケブカクロバエA此加℃"加zg7,zz""(ALDLIcH)+H-
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92．シリアカニクバエ"7'nsaγ℃op〃gnc7nSS秒αわjs(MAcouART)++

93．ミゼラニクバエR"sem(WALKER)+

94．ヤドリバエの1種戯0γjs如加"MSMEsNIL ＋

95．トウゴウヤブカAe"s(岡"呪zj"z)jOgo/(THEoBALD)H+

96．ウスイロユス リ 力 C 〃 γ 0 " 0 ”"s〃た"sjs廿

97．ユスリカの1種Qz/opsec"zzsp. 廿

98．ユスリカの1種Chilonomidaesp. 廿

これらのうち97)，98)は荒三子島の岩山の中腹にある水溜りで，96）は大島の井戸で幼虫が採集

された。95）は両島の水溜りや磯の潮溜りに幼虫が多数生息していた。ハエ類はすべて大島で採集

されたものである。

大島のハエ相の特性は，その多くが海烏との関係を推測させるような生態を持っていることであ

る。86)，87)は一般には養鶏場付近に多発し，鶏糞をを主とするごみに好んで産卵し，生育するも

のと考えられている。これが大島のような無人島に多いのは，ここに無数に営巣するオオミズナギ

ドリの糞と関係があるためではないかと考えられる。

この島のキンバエ，ニクバエ類は，島内各所とくに海岸によく見受けられる海鳥の死体が発生源

となっている可能性がある。ハエ類を同定された倉橋弘氏によれば，88）は山地性の種であるが，

獣肉，魚肉には産卵しないので，この島では海烏の死体の肉を食物としている可能性も考えられる。

また89）は八丈島，鳥島で採集され，その近縁種はミッドウェー島，小笠原島に生息する。わが国

の太平洋岸南部に広く分布するこれらの種類の生態はまだわかっていないが，海洋中の小島に好ん

で生息することは，海烏の繁殖地と何らかの関係があるのではなかろうかとも考えられる。

94）はこれまでの所，ミノガ類の寄生虫として知られていた。この島からまだミノガ類は採集さ

れていないが，あるいは他のガの幼虫に寄生するのかもしれない。

以上98種の陸性あるいは淡水性動物をセツ島（大島，荒三子島）から報告した。今回の調査では

上記のほかに，陸貝，土壌中にすむダニ，線虫類，微小昆虫類（とくにトビムシ，鞘翅目，膜翅

目，双翅目）をも採集したが，種名が未同定のためここにはあげていない。これらは同定が完了し

た段階で追加報告する。

若干の生態学的知見

1）地表性小動物の分布と生息密度

大島の入江から反対側の谷へつづく峡路の周辺2ヶ所で，地表に30×30cmの方形区をとり，その

中の地表下3cmまでの間にいる小動物を，肉眼で認められる範囲で採集した。これをSt.Aおよび

St.Bとする。St.Aはススキの密生した草原で土が湿っており,St.Bはやや疎生したススキ草原で土

が乾いている。このほか海岸近くの高い岩壁下で草がほとんど生えず，小石まじりの砂地の所を選

んで特に面積を定めず地表のランダム採集を行なった(St.C)。

その結果は表1に示した。これによるとススキ草原の地表では腐食性のエゾフジヤスデが，海岸

の砂礫地では肉食性のケジ，ミヤグモの類が優勢である。海岸の種は打ち上げられてくる生物遺体
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表｜大島の地表性小動物の生息密度と分布

＊採集されたのは1個体であるが多くの巣跡がある。

に集まる動物を餌としているのではないかと考えられる。

2）陸水性動物について

セツ島には川も池もない。ここの陸水域といえば，海岸の岩の上の潮溜りのほかは，大島と荒三

子島にそれぞれ1ヶ所だけ見出された水溜りである。いずれも仮小屋の近くにあって，用水を溜め

るために人工的につくられたものと思われる。

大島の砂浜の水溜り（井戸）は，周囲を石でたたんだ長径1m,短径92cmの不正五角形をしてい

る。地表から約50cm下に水面があり，水深は41cmであった。底質は砂と小石で緑色の藻が繁ってい

た。水はほぼ透明で，7月24日の13時30分（晴天時）の水温は27.8℃（当時の気温27.2℃),pH6.4

(BTBのpH試験紙による）であった。水中には多数のトウゴウヤブカ幼虫が泳いでおり，水底に

は若干のチャイロチビケンゴロウ成虫とフタバコカケロウ幼虫がいて，時折，水中に泳ぎ出した。

網でさぐると，この他に’個体のコミズムシ成虫が採集された。また，底の砂礫の間にウスイロユ

スリ力幼虫が生息していた。かなり注意して採集したが，水中にみられた動物はこの5種であった。

荒三子島では，島の中央から北側の岩山に登る途中の急斜面の中腹に，石を積んで水を溜めた直

径50cm位の水溜りがあった。時間がなかったので水温等の測定はできなかったが，水中にはトウゴ

ウヤブカ幼虫と，ユスリカ幼虫2種が生息していた。大島でみられたウスイロユスリ力とチャイロ

チビケンゴロウは，ここでは発見されなかった。

考 察

セツ島は，更にその沖合30kmの所にある舳倉島とともに，数少ない日本海側の離島のひとつとし

て，その生物相はいろいろな面から興味力§持たれる。これらの島々の動物についての研究史は徳本

(1980)によって整理され報告されている。

能登沖の海上にあるこれらの島々の中でも，民俗学の方面から有名であって現在では定住者もあ

り，1963年以来定期船も通っている舳倉島については，いくらかの調査報告も出されて，その動物
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相もかなり知られてきた。しかし，無人島であるセツ島については1934年の丹の調査以来，2回ほ

ど小規模な調査が行なわれたに過ぎず，動物相に関しては定塚（1973）のヘグラマイマイの記録な

ど，少数の報告があるだけである。ただ鳥類については，石川野鳥の会の熱心な調査によって33科

93種が記録されている。

今回の報告において，セツ島群島の大島および荒三子島から98種の動物を記録した。未同定のも

のを加えると，恐らく100種をこえる種類が採集されたものと考えられる。

僅か1日半の調査であったために,これらの島に分布する陸上性および陸水性動物の一部を採集

できたに過ぎないと思われるが，優占種の把握を通じてこれらの島（とくに大島）にすむ動物の概

観が得られたと思われる。以下にその要点をのべる。

この島の陸上動物相は，これまでに知られた限り舳倉島のそれと似ており，それをより単純にし

たようなものである。別の見方をすれば能登半島本土部の普通種の上に，や、北方系および南方系

の要素が加わってきているもののように思われる。

鳥類を除く脊椎動物についていえば，ドブネズミ，トカケはまだ舳倉島からは報告されていない

が，これらは本土における普通種であり，舟によって分布を拡げる可能性が大きいから，舳倉島に

もすでに生息していてまだ採集あるいは観察されていないのか，または今後まもなく侵入してきて

定着する可能性がある。しかし一方，舳倉島から記録されているノネコ，イタチ，ヒバカリ，カナ

ヘビ，ヤモリはセツ島からはまだ発見されていない。

真正クモ類の13種は，大野，八木沼（1972）が舳倉島から報告した17種より若干少ないが，舳倉

島から報告されずセツ島から記録された種類が少なくとも5種以上はある。これは，あるいは舳倉

島のクモ相の調査が不十分であるためかも知れないので，今すぐに結論を出すことは無理であろう。

昆虫についてみると，チョウはセツ島では3種，舳倉島では6種であって，そのうちの2種（ヒ

メアカタテハ、モンシロチョウ）が両方に共通である。海上の移動が可能なチョウの場合，このよ

うな比較はあまり意味がないかもしれない。セツ島（大島）で発生していると考えられるのはルリ

シジミと数種のガの類である。トンボについても，多く見られるのは海上を長距離にわたって移動

することが知られたウスバキトンボであり，淡水域がほとんどないセツ島で見出されたトンボは，

ほとんどすべて本土あるいは舳倉島から渡ってきたものではないかと思われる。舳倉島には，トン

ボの発生する池があることが知られている。

鞘翅目は種類が多く生態が多様なので，比較に耐えるだけの十分な調査ができていない群も多い

が，セツ島と舳倉島の両方に調査資料があって，ある程度比較可能と思われる例をとると，セツ島

では全く採集されなかったハムシ類，僅か2種2個体しか採集されなかったテントウムシ類が，舳

倉島ではかなり採集されている（ハムシ類26種，テントウムシ類3種)｡これは両方の島の環境のち

力§い，とくに栽培植物の有無と関係があるのではないかと思われる。舳倉島には栽培植物力ざあり，

セツ島にはごく一部の野生化したものを除き栽培植物はない。

膜翅目では，発生時期や目撃の可能性などの面から比較の材料となりうると思われる大型のハチ

類についてのくると，舳倉島にいるフタモンアシナガバチ，ルリジガバチ，オオハキリバチ等がセ

ツ島には見られず，'その一方，コクロアナバチ，チビドロバチ等がセツ島大島だけで見出されてい
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る。これにも，人間の定住と何らかの関係があるのではないかと思われる。

セツ島からは約80種の植物が報告されているが（里見ほか，1980),そのほとんどが草本である。

ススキを主とする草原によっておおわれているこの島では，多食性植食種である直翅目の生息が予

想された。今回はショウリョウバッタをはじめ4種の直翅類が採集されたが，その数はあまり多く

なかった。これは島があまりに小さいために，バッタやキリギリスのような大形の草食性昆虫が生

息できないのか，今回の調査の季節等の関係で採集できなかったためなのか明らかではない。ただ

し，コクロアナバチが採集されたのに，このハチが獲物とするウマオイ，ササキリの類が採集され

なかったことは，今回の採集がまだ不完全であったことを考えさせる。なお，舳倉島から記録され

たトノサマバッタはここでは見出されなかった。

セツ島で採集された種類の中で生物地理学的に特記すべき種類のいくつかは，それぞれの類の説

明のところでのべたが，全般的考察は未同定の種の検討力fさらに進んだ段階でまとめることとした

い。

群集生態学的な面からセツ島（とくに大島）の陸上動物相を考えてみると，この島に成立する生

物群集の基盤をなすものは，ススキ草原，海鳥の繁殖地，海岸に打ち上げられた有機物の堆積の三

つの条件ではないかと思われる。

島の主要部に成立したススキ草原は，ここの陸上群集の一次生産の主体を占め，それが一方では

落葉や腐植のような有機物として地表にたまって，エゾフジヤスデ，オカダンゴムシ等を主とする

分解者によって利用され，もう一方では生きた植物体が直接，小形のガ類の幼虫，ハナノミ類，ウ

ンカ類等を主とする一次消費者，さらにそれらを食うナガコガネグモを主とする二次消費者によっ

て利用されている。能登半島本土部や舳倉島における同様なススキ草原の群集と比較しなければ，

この七シ島のススキ草原群集の特性はわからないが，小形甲虫のヒメハナノミ類やケナガマルキス

イ等が非常に多いことは，この七シ島の特長ではないかと思われる。

第二に，海鳥の繁殖地としてこの島の草地ではオオミズナギドリが無数の巣穴を掘り，礁には多

くのウミネコが集まり，それらの巣穴や糞，死体などにはいろいろな動物が共生あるいは寄生して，

他の環境ではみられない特異な動物相を形成する。この島の興味あるハエ相の問題，あるいはこの

報告ではとりあげていないが同時に調査した野鳥関係者の観察している，オオミズナギドリの巣穴

に同居するヒメクロウミ､ソバメの繁殖生態など，この島の生物群集を考える上での大きな問題点で

あろう。

第三に，海浜に打ち上げられた海藻や流木その他の有機物の堆積は，夜間活動性のハマベハサミ

ムシをはじめ波打ち際に特色のある生物群集をつくっている。

以上のような三つの主要な群集を中心として，この七シ島大島の夏の陸上動物相が形成されてい

るものと考えられる。このうちの二つまでが，その生物生産の基礎を海洋に求めていることが，一

般の陸上群集との大きなちがいであろう。

セツ島の動物相の特性を形づくるものとして，上記の他にも，島の大きさ，本土からの距離，人

間の影響などの諸条件が考えられるが，それらについてはさらに資料を集めて検討してみることと

したい。
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図2大島の全景

A，B，Cはそれぞれ地表性小動物の採集地点,Wは海浜の井戸,Lは灯台の位置を示す。50は50mの等高線
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写真説明

写真’海上より見たセツ島大島。．

写真2灯台上から見た大島の入江。

写真’海上より見たセツ島大島。右手の丘陵上に灯台が見える。

写真2灯台上から見た大島の入江。白鳥はウミネコ。

写真3大島◎北側の丘陵上のススキ草原。密生するススキの高さは2m位

写真4オオミズナギドリの巣穴の口

写真5大島の入江の仮小屋のまわりで採集したドブネズミ若令個体。

写真6海上より見た御厨島
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写真7

写真8

写真9

海上より見た荒三子島。左手が北の隆起である。

荒三子島。切り立った岩の岸へ小舟で接近してL

荒三子島の中央の谷間の中にある古い仮小屋。Ⅱ

るところ。

近年利用されないために荒れている
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